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(57)【要約】
　一般式（Ｉ）：ＲＯ－（ＣＨ２－ＣＨＲ’－Ｏ）n（ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ）ｍ－Ｈ（Ｉ）
［式中、Ｒは１２～２２個のＣ原子を含有する飽和および／または不飽和のアルキル部分
を表し、Ｒ’はメチル－、エチル－またはプロピル－基であり、ｍは１～１２、好ましく
は４～１０の数を表し、ｎは１～１０、好ましくは２～８の数表す］で表されることを特
徴とし、Ｒ部分を形成する脂肪アルコールが１５～７５ｇＩ２／１００ｇのヨウ素価を有
することを特徴とするアルコキシ化脂肪アルコールの、少なくとも水および水と混ざり合
わない１つの油性成分、ならびに任意にさらなる成分を含有する金属加工液中の乳化剤と
しての使用に関する適用。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）：
【化１】

［式中、Ｒは１２～２２個のＣ原子を含有する飽和および／または不飽和のアルキル部分
を表し、Ｒ’はメチル－、エチル－またはプロピル－基であり、ｍは１～１２、好ましく
は４～１０の数を表し、ｎは１～１０、好ましくは２～８の数を表す］
で表されることを特徴とし、Ｒ部分を形成する脂肪アルコールが１５～７５ｇＩ２／１０
０ｇのヨウ素価を有することを特徴とする、アルコキシ化脂肪アルコールの、少なくとも
水および水と混ざり合わない１つの油性成分ならびに任意にさらなる成分を含有する金属
加工液中での、乳化剤としての使用。
【請求項２】
　Ｒはオレイル部分を表し、Ｒ’はメチル基を表す、式（Ｉ）で表される成分を使用する
ことを特徴とする請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　一方の化合物は基Ｒとして不飽和部分を含有し、もう一方の化合物はＲとして飽和部分
を含有する、式（Ｉ）で表される少なくとも２つの異なる化合物の混合物を使用すること
を特徴とする、請求項１または２に記載の使用。
【請求項４】
　一方の化合物は基Ｒとしてオレイル部分を含有し、もう一方の化合物は基Ｒとしてセチ
ル部分を含有する、式（Ｉ）の少なくとも２つの異なる化合物の混合物を使用することを
特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の使用。
【請求項５】
　式（Ｉ）で表される乳化剤が、０．１～２５重量％、好ましくは１～２０重量％、最も
好ましくは１．５～１０重量％の量で、金属加工液中に存在することを特徴とする、請求
項１～４のいずれかに記載の使用。
【請求項６】
　ヨウ素価が２０～５５ｇＩ２／１００ｇの範囲にあることを特徴とする、請求項１～５
のいずれかに記載の使用。
【請求項７】
　金属加工液がエマルション、好ましくは水中油型のエマルションであることを特徴とす
る、請求項１～６のいずれかに記載の使用。
【請求項８】
　式（Ｉ）において、エチレンオキシド部分とプロピレンオキシド部分がランダムに分布
していることを特徴とする、請求項１～７のいずれかに記載の使用。
【請求項９】
　式（Ｉ）において、アルコキシドをブロック状に添加し、脂肪アルコール基に隣接する
プロピレンオキシド、次いでエチレンオキシドブロックが続くことを特徴とする、請求項
１～７のいずれかに記載の使用。
【請求項１０】
　式（Ｉ）において、添え字ｎは１～５、好ましくは１～３の値を表すことを特徴とする
、請求項１～７のいずれかに記載の使用。
【請求項１１】
　ジカルボン酸のジエステルの共使用を除くことを特徴とする請求項１～９のいずれかに
記載の使用。
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【請求項１２】
　式（Ｉ）の乳化剤の量が少なくとも２重量％であり、最大３０重量％であり、好ましく
は３～２５重量％であることを特徴とする、少なくとも１つの式（Ｉ）の乳化剤、少なく
とも１つの追加の乳化剤、さび止め剤系、油性成分および任意に他の成分を含有するエマ
ルション濃縮物。
【請求項１３】
　請求項１で示される式（Ｉ）で表される少なくとも１つの化合物を乳化剤として０.１
～２０.０重量％の量で含有することを特徴とする、少なくとも水相、水と混和できない
油相、少なくとも１つの乳化剤、ならびにさび止め剤、金不活性化剤、消泡剤、および／
または殺生物剤の群から選択される追加の成分を含む金属加工液。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金属加工液において有用な乳化剤、ならびにこれらの乳化剤を含有する金属
加工液に関する。
【背景技術】
【０００２】
　石油化学または天然油のいずれかに基づく金属加工液は技術的に既知であり、圧延、ス
タンピング、延伸、ピクリング、切断および押し出しを含む様々な方法のために、業界で
使用されている。様々な油の水性製剤が、潤滑性を与え、ローラーを冷却するために、鋼
鉄の冷間圧延における圧延油として広く用いられている。さらに、加工対象物／動作要素
の効果的な潤滑と効果的な冷却を与えるために、金属加工液が合致せねばならない他の基
準が存在する。例えば、圧延油は金属の表面に連続的なコーティングを与えることができ
なければならない。さらに、このコーティングまたはフィルムは、最小限の厚みを有さね
ばならないし、ロールのかみ込みで生じる高圧で維持されるように、金属に実質的に十分
でなければならない。これらの潤滑性検討事項に加えて、圧延油が圧延ストリップにある
程度のさび止めを与え、焼鈍作業中にきれいに燃え尽きるならば、特に有利である。残留
の圧延油はきれいに揮発せねばならず、少しの炭素質析出または表面変色も残してはなら
ない。加工される金属の種類と異なる操作条件および用いられる適用方法を考慮して、特
性の最適バランスを得るべく多数の金属加工液が開発されてきた。これらの種類の大部分
には、異なる脂肪および油の使用または脂肪または油の一部を石油製品、例えば鉱物油ま
たは合成潤滑油、例えば、合成炭化水素またはエステルで置き換えることが含まれている
。
【０００３】
　乳化剤系も、幅広く様々であり、添加剤がこれらの油剤の特性を高めるために用いられ
ている。あいにく、エマルションはかなり不安定な流体である。例えば、エマルションは
しばしば合一の傾向を示し、平均粒径の増大、粒度分布の変化および最終的に油および／
または水分離をもたらす。様々で厳しい処理条件下で操作した場合、この不安定性はさら
により強くなる。この点において、エマルション中の構成水質／組成物、温度、ｐＨ、不
定の油および金属微粒子のような不定要素が重要かつ決定的であると考えられる。上記を
考慮すると、これらの不定要素の値は、当業者に既知の幅広い範囲にわたり変化できるこ
とが挙げられる。例えば、構成水に対し０°ｄＨ（脱塩水）～４０°ｄＨの水の硬度値が
認められる。エマルションの調製後、操作中に、乳化安定性、膜形成特性および分散能と
いった関連特性の低下または損失の原因となる、水の蒸発または金属微粒子およびイオン
の流入によってイオン強度および／または水の硬度を著しく変化／増加させてよいことも
知られている。このようなエマルションの不安定性は、極めて望ましくない。金属加工エ
マルションの使用者は、時間が経っても変化しない特性／性能を有する安定なエマルショ
ンを強く望む。したがって、研究開発分野において、これらエマルションの生産者は乳化
安定性、特に実際の様々な操作条件下での安定性の最大化を得ようと努力する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】英国特許第１４６２３５７号明細書
【特許文献２】国際公開第２００８/０８９８５７号パンフレット
【特許文献３】国際公開第２００８/０７１５８２号パンフレット
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】「Ｔａｂｅｌｌｅ　１」、第１５頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、水中油型エマルションまたはさらに多重エマルションである金属加工液
の安定性課題が、１つ以上のアルコキシ化脂肪アルコールを乳化剤として用いることによ
り解決できることがわかった。驚くべきことに、この種類のエマルションは、様々で厳し
い処理条件下で高い乳化安定性を示すだけでなく、良好な泡立ち性および良好な潤滑性を
示す。また、前記種類の乳化剤は、濃度変化に対し高い応答性を示す。作成者は、乳化剤
含量を変えることにより要望通りにエマルションの油滴の径に直接影響を与えることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】市販の５ＥＯ製品と比較した、乳化剤ＡおよびＢについての泡立ち挙動を示す図
である。
【図２】製剤Ｃと比較した、製剤ＡおよびＢについての泡立ち挙動を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の第一の態様は、一般式（Ｉ）：
【化１】

［式中、Ｒは１２～２２個のＣ原子を含有する飽和および／または不飽和のアルキル部分
を表し、Ｒ’はメチル－、エチル－またはプロピル－基であり、ｍは１～１２、好ましく
は４～１０の数を表し、ｎは１～１０、好ましくは２～８の数を表す］
で表されることを特徴とするアルコキシ化脂肪アルコールの、少なくとも水および水と混
ざり合わない１つの油性成分ならびに任意にさらなる成分を含有する金属加工液中での乳
化剤としての使用に関する。式（Ｉ）のＲ部分は、１５～７５ｇＩ２／１００ｇのヨウ素
価を示す。
【０００９】
　式（Ｉ）で表される化合物は既知である。脂肪アルコール部分に不飽和のアルキル部分
を有するのが好ましく、そのためモノ－、ジ－、トリ－またはオリゴ不飽和アルキル基が
全て適している。アルキル部分「Ｒ」は、分枝または直鎖であってもよい。式（Ｉ）で表
される化合物の調製に使用する好適な脂肪アルコールは、１２～２２、好ましくは１４～
２０個のＣ原子を有するモノ不飽和脂肪アルコールから選択される。直鎖アルコールが分
枝アルコールよりも好適である。
【００１０】
　これに関して、好適な不飽和脂肪アルコールは、１０－ウンデセン－１－オール、（Ｚ
）－９－オクタデセン－１－オール（一般名：オレイルアルコール）、（Ｅ）－９－オク
タデセン－１－オール（一般名：エライジルアルコール）、（Ｚ，Ｚ）－９，１２－オク
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タデカジエン－１－オール（一般名：リノレイルアルコール）、（Ｚ，Ｚ，Ｚ）－９，１
２，１５－オクタデカトリエン－１－オール（一般名：リノレニルアルコール）、（Ｚ）
－１３－ドコセン－１－オール（一般名：エルシルアルコール）、および（Ｅ）－１３－
ドコセン－１－オール（一般名：ブラシジルアルコール）である。最も好ましくは、オレ
イルアルコールである。
【００１１】
　これに関して、好適な飽和脂肪アルコールは、ヘキサノール－１、ヘプタノール－１、
オクタノール－１、ノナノール－１、デカノール－１、ウンデカノール－１、ドデカノー
ル－１、トリデカノール－１、テトラデカノール－１、ペンタデカノール－１、ヘキサペ
ンタノール－１、ヘプタデカノール－１、オクタデカノール－１、ノナデカノール－１、
エイコサノール－１、ヘンエイコサノール－１およびベヘニルアルコール－１である。こ
の飽和、分枝アルコールの他に、ゲルベ型アルコールなどもまた適している。最も好まし
くは、セチルアルコール（＝ヘキサデカン－１－オール）である。
【００１２】
　式（Ｉ）のアルコール部分「Ｒ」について言えば、ヨウ素価もまた関連する。ヨウ素価
（例えばＤＧＦ法、Ｃ－Ｖ　１７ａに従って測定）の好ましい範囲は、１５～７５、好ま
しくは２０～７５、より好ましくは２０～５５、最も好ましくは、２５～５０ｇＩ２／１
００ｇである。この値は、常に、式（Ｉ）で表されるアルコキシレートの調製に使用する
脂肪アルコールの全体構造に関連する。
【００１３】
　式（Ｉ）で表される成分は混合アルコキシレートすなわちプロピレンオキシド、ブチレ
ンオキシドまたはペンチレンオキシドと共に、少なくともエチレンオキシド部分を含有し
、最も好ましいアルコキシドは、エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドである。添
え字ｍおよびｎは、数字であり、統計的に分布する製造の種類によるアルコキシド量とし
ての整数または割合数であってよい。しかしながら、本発明の教示は、アルコキシドの狭
い範囲を有するアルコキシドも含む。
【００１４】
　式（Ｉ）で表されるアルコキシ化成分は、当業者に既知の一般的方法で調製される。脂
肪アルコールをアルカリ系触媒の存在下、約１２０～２２０℃の温度、約１００～５００
ｋＰａの圧力で、アルコキシドと反応させて、アルコキシ化された最終生成物を生成させ
る。
【００１５】
　エチレンオキシドの量が他のアルコキシドの量と等しいか、またはより多い、式（Ｉ）
で表される成分を用いるのが特に好ましいため、すなわち、添え字については、ｍ≧ｎの
関係が正しい。ｍの好ましい値は、４～１０、特に４～８の範囲であり、ｎの好ましい値
は、１～８、特に１～５、最も好ましくは１～３の範囲である。しかしながら、ｎが４～
６を表す化合物も好ましい。また、ｍが４～１０であり、ｎが１～８または１～５または
１～３である、式（Ｉ）で表される化合物も好ましい選択である。
【００１６】
　式（Ｉ）で表される化合物において、エチレンオキシドと他のアルコキシドの順序は重
要ではなく、ランダム（異なるアルコキシドの混合順序）であるか、ブロック状であり得
る。
【００１７】
　しかしながら、式（Ｉ）で表される化合物が２つのブロックを含有し、好ましくはアル
キル部分に隣接する始めの１つがアルコキシド、好ましくはプロピレンオキシド、を含有
し、そして最後のブロックがエチレンオキシドを含有する態様が好ましい。このような化
合物は、一般式ＲＯ－（ＣＨ２ＣＲ’－Ｏ）ｍ（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｎ－Ｈ、または、
より簡単にＲＯ－（ＰＯ）ｍ－（ＥＯ）ｎＨとして記述できる。
【００１８】
　しかしながら、上記の一般式（Ｉ）は、少しもアルコキシド部分の特定の順序を限定す
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るものとして理解されない。したがって、この式は、ＲＯ－（ＥＯ）ｎ－（ＰＯ）ｎＨの
ようにブロック状にアルコキシ化された生成物も、ランダムに分布した同属体も含む。
【００１９】
　通常、式（Ｉ）で表されるこれらの化合物は、Ｒ’がメチル基を示すものが好ましく、
すなわちこれらの化合物は、エチレンオキシドとプロピレンオキシドの両方を共に含有す
る。
【００２０】
　本発明のさらなる好ましい態様は、式（Ｉ）で表される成分の混合の使用に関し、Ｒは
一方の化合物において飽和部分を表し、他方の化合物において不飽和部分を表す。式（Ｉ
）で表される飽和および不飽和の化合物の混合は、広い重量比範囲で変化してよく、例え
ば、飽和化合物は１～９９重量％の量で存在し、不飽和化合物は９９～１重量％の量で存
在する。しかし、飽和および不飽和の化合物のこれらの組み合わせを用いる場合、式（I
）で表される飽和化合物の量は、式（Ｉ）で表される不飽和化合物の量よりも多くあり得
る。例えば、本発明の好ましい態様において、不飽和化合物の量は５１～９９重量％の範
囲であり、飽和化合物の量は１～４９重量％である。
【００２１】
　しかしながら、最も好ましい本発明の混合は、オレイル－（Ｃ１８’）およびセチル－
（Ｃ１４）に基づく式（Ｉ）で表される化合物を共に含有する。これらの化合物は両方、
９９：１～１：９９の重量比、特に４：１～１：４の比、特に９：１～３：１の重量比で
共に存在してよい。さらに、オレイル－に基づく化合物を過剰に有するのが特に有利であ
る。
【００２２】
　アルコキシ化脂肪アルコールの金属加工液用の乳化剤としての使用は、本来それ自体は
新しくない。英国特許第１４６２３５７号は、乳化する目的で、脂肪アルコールアルコキ
シレートをジカルボン酸のジエステルと共に組み合わせることを開示する。しかしながら
、英国特許第１４６２３５７号は飽和アルキル部分を有するエトキシ化脂肪アルコールの
みを実施例に開示する。一方、本発明は、少なくとも２つの異なる種類のアルコキシレー
トを分子内に有するアルコキシ化脂肪アルコール選択する。本発明の請求項に記載された
方法の使用において、このようなジカルボン酸エステルのジエステルの使用を避けること
はさらに好ましい。国際公開第２００８／０８９８５７号から、アルミニウム合金マグネ
シウムの湿式加工用冷却潤滑油が知られる。特に脂肪アルコールを含有し、プロポキシ化
およびエトキシ化され、この目的のために選択されたさび止め剤と組み合わせた水混和性
のエマルションの使用が開示されている。「Ｔａｂｅｌｌｅ　１」の第１５頁に、Ｃ１２
－Ｃ１４アルコールの混合に基づき、エトキシ化、プロポキシ化された（３ＥＯ＋６ＰＯ
）の特定の脂肪アルコールが開示されている。これらの化合物は、本教示の意味において
は好ましくなく、したがって、保護から除外し得る。エトキシ化オレイルアルコールの特
定の混合と国際公開第２００８／０８９８５７号の「Ｔａｂｅｌｌｅ　１」の第１５頁に
示されるプロポキシ化オレイル／セチルアルコールに関しても同じである。国際公開第２
００８／０７１５８２号から、ヨウ素価１ｇＩ２／１００ｇ以下のプロポキシ化およびエ
トキシ化獣脂脂肪アルコールが乳化剤として使用できることは既知である。
【００２３】
　本発明のエマルションの油成分に関しては、該成分は鉱物油、合成潤滑油、天然トリグ
リセリドおよび全ての記載した基剤流体の混合からなる群から選択され得ると示す。鉱物
油は、石油の掘削、次いで分画、そして精製によって得られる。本発明の金属加工液に有
利な他の既知の油成分は、エステル、ポリ－アルファ－オレフィン、ポリグリコール等で
あり、全て疎水性の性質を有しており、そのため本発明の金属加工液の調製に適当である
。さらに、特にエステルは、（ａ）植物性および動物性脂肪のような天然エステルおよび
グリセロールと脂肪酸のトリグリセリドである油、および（ｂ）多価アルコール（ポリオ
ール）と天然および合成由来の脂肪酸の合成エステルからなる群から選択してよい。合成
エステルの例は、ペンタエリスリトール、トリメチロールプロパン、ネオペンチルグリコ
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ールなどのような脂肪酸およびポリオールである。
【００２４】
　本発明の金属加工液としては、好ましくは水中油型エマルションであり、その最終使用
において、濃縮含量は通常高くても２０重量％、好ましくは１５重量％未満および最も好
ましくは１０重量％未満である。しかしながら、濃縮されたエマルションに対し、油含量
は６０重量％、例えば５０重量％であってさえよい。
【００２５】
　通常、これら式（Ｉ）で表される化合物は、式中のＲ’がメチル基を表し、すなわちこ
れらの化合物は、エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドの両方を共に含むのが好ま
しい。
【００２６】
　本発明の乳化剤は、最終の金属加工液中に、好ましくは０．１～２５重量％の量、より
好ましくは１～１５重量％の量、最も好ましくは１．５～１０重量％の量で存在する。
【００２７】
　本発明の金属加工液は、好ましくは水中油型（ｏ／ｗ）エマルションであり、より詳細
には０．１μｍより大きい平均粒径を有する（ｏ／ｗ）マクロエマルションである。好ま
しい範囲は、０．１～１００μｍであり、最も好ましくは０．１～４５μｍである。
【００２８】
　さらに、金属加工液は、硫黄添加剤、例えば硫化油または脂肪、耐磨耗剤および／また
はさび止め剤、消泡剤、殺生物剤および金不活性化剤と同様に極圧添加剤、および／また
は可溶化剤のようなあらゆる種類の汎用添加剤を含んでよい。したがって、本発明の好ま
しい態様は、少なくとも水および水と混ざり合わない１つの油性成分、ならびに硫黄添加
剤、耐磨耗剤および／または極圧添加剤、さび止め剤、消泡剤、殺生物剤、金不活性化剤
および／または可溶化剤の群から選択される任意にさらなる成分を含有する金属加工液中
の乳化剤としての、一般式（Ｉ）により特徴付けられるアルコキシ化脂肪アルコールの使
用に関する。
【００２９】
　さび止め剤は、本発明の金属加工液において非常に好ましい添加剤である。さび止め剤
は、通常、限定するわけではないが、脂肪酸、脂肪酸アミンおよびアルキルアミン、なら
びにアルカノールアミドの混合を含有する系から選択される。
【００３０】
　通常の金不活性化剤は、アゾール群から選択され得る。実例としてのアゾール型さび止
め剤は、ベンゾトリアゾール、トルトリアゾール、メルカプト－ベンゾトリアゾールのナ
トリウム塩、ナフトトリアゾール、メチレンビス－ベンゾトリアゾール、ドデシルトリア
ゾールおよびブチルベンゾトリアゾール、好ましくはトルトリアゾールである。
【００３１】
　本発明の乳化剤に加えて、異なる構造のさらなる乳化剤が金属加工液において好ましい
成分である。他の乳化剤がより親水性である場合、通常、１つの乳化剤は本質的に疎水性
である。共乳化剤は、例えば、エトキシ化脂肪アルコール、アルコキシ化脂肪酸またはフ
ェノール型乳化剤から選択される。５つまでの異なる乳化剤が金属加工液中に存在できる
。
【００３２】
　本発明の乳化剤は、好ましくはさび止め剤および共乳化剤のような他の添加剤、油およ
び水と共に好ましくは併用または混合され、それ自体が次いで既製の金属加工液を作るた
めに用いられる濃縮物を形成する。
【００３３】
　したがって、本発明のさらなる態様は、少なくとも１つの式（Ｉ）の乳化剤、１つの共
乳化剤、さび止め剤、油性成分および任意に他の成分を含有し、式（Ｉ）の乳化剤の量が
少なくとも２重量％、より好ましくは少なくとも５重量％、最大で３０重量％、好ましく
は最大で２５重量％であることを特徴とするエマルション濃縮物に関する。
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　エマルション濃縮物は、商品化された水混和性金属加工液について一般的な形である。
これらの濃縮物は、通常、少なくとも２つの異なる乳化剤、さび止め剤系および基剤油（
鉱物油、エステル油、ポリグリコールなど）、ならびに消泡剤、殺生物剤、可溶化剤およ
び極圧添加剤および／または耐磨耗添加剤（いわゆるＥＰ／ＡＷ添加剤）のような任意に
追加の成分を含んでなる乳化剤系を含有する。このような濃縮物中で、全ての成分の合計
が１００重量％となる条件で、乳化剤量は５～３０重量％の範囲であり、基剤油は好まし
くは５０～７５重量％の量で存在し、さび止め剤は５～１５重量％の量で存在し、殺生物
剤は０.０１～１重量％の量で使用され、可溶化剤は好ましくは１～５重量％の量で存在
し、ＥＰ／ＡＷ添加剤は２～１０重量％の量で使用される。水も、５～２５重量％といっ
たより少量で存在しうるが、任意の成分にすぎない。
【００３５】
　本発明のエマルションは、２つの異なる方法：直接的に、（それらの最終使用における
）エマルションを、本発明のアルコキシ化脂肪アルコールを含有する乳化性油の水中での
乳化作用によって調整する方法。間接的に、まず第１に濃縮エマルションを作り（または
前記濃縮物を用い）、第２にこの濃縮エマルションを水で簡単に希釈することによって２
段階でエマルションを調製する方法で得ることができる。濃縮エマルションは、約６０重
量％の油を水にアルコキシ化脂肪アルコール乳化剤で安定化した、水中油型エマルション
である。最終エマルションは、濃縮エマルションを水で簡単に希釈することにより調製で
きる。
【００３６】
　本発明のさらなる側面は、金属加工工程における金属加工液の使用に向けられる。通常
の金属加工工程は、金属除去を伴うあるいは伴わない金属の弾性変形、塑性変形または冷
間加工を含む。これらの操作のいくつかにおいては、金属片は鋼鉄およびアルミニウムの
圧延および延伸のように変形されるのみであり、一方その他においては、切断、研磨、ブ
ローチ削り、金属の機械加工および穴開けのように、金属は変形されるよりもむしろ除去
され変形される。製造される金属加工装置および金属加工品が作り出される金属材料は、
鋼鉄、成形鉄、および鉄合金、ならびにアルミニウム合金であり、他の鉄を含まない合金
はチタン、マグネシウム、銅、錫および真ちゅうのような成分を含む。
【００３７】
　本出願の最後の態様は、少なくとも水相、水と混和できない油相、乳化剤、ならびに乳
化剤、共乳化剤、さび止め剤、金不活性化剤、消泡剤、殺生物剤、ＥＰ－および／または
ＡＷ－添加剤、可溶化剤の群から選択される追加の成分を含有し、流体が、請求項１で示
される式（Ｉ）で表される少なくとも１つの化合物を乳化剤として０.１～２０.０重量％
の量で含有することを特徴とする金属加工液に関する。
【実施例】
【００３８】
　２つの新規な乳化剤を一般的なアルコキシ化法を用いて合成し、５部のエチレンオキシ
ドを有する市販の非イオン性乳化剤と比較して、異なる適用試験を行った。
【００３９】
　〔１．　　　　　乳化剤Ａの合成〕
　３３３ｇのオレイル／セチルアルコールを、１．４ｇのＫＯＨ溶液と混合し、真空下で
乾燥させた。次いで、まず初めに、２２１ｇのプロピレンオキシド（ＰＯ）を、１７０～
１８０℃および最大５バールの圧力で添加した。プロポキシ化反応を行った後、１４６ｇ
のエチレンオキシド（ＥＯ）を同一条件下で添加した。オキシドの良好な取り込みの後、
反応をさらに６０分間続けた。次いで、反応混合物を冷却し、中和し、Ｔｏｎｓｉｌ（登
録商標）とＣｅｌａｔｏｍ（登録商標）を通してろ過し、淡黄色液体生成物を得た。この
物質の性質を明らかにすべく、次の物理的データを測定した。
【００４０】
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【表１】

【００４１】
　〔２．乳化剤Ｂの合成〕
　２４４ｇのオレイル／セチルアルコールを、１.４ｇのＫＯＨ溶液と混合し、真空下で
乾燥させた。次いで、まず初めに２１４ｇのプロピレンオキシドを、１７０～１８０℃お
よび最大５バールの圧力で添加した。プロポキシ化反応を行った後、２４３ｇのエチレン
オキシドを同一条件下で添加した。オキシドの良好な取り込みの後、反応をさらに６０分
間続けた。次いで、反応混合物を冷却し、中和し、Ｔｏｎｓｉｌ（登録商標）とＣｅｌａ
ｔｏｍ（登録商標）を通してろ過し、淡黄色液体生成物を得た。この物質の性質を明らか
にすべく、乳化剤Ａと同じデータを測定した。
【００４２】
【表２】

【００４３】
　〔３．泡立ち性の比較〕
　乳化剤Ａ、乳化剤Ｂおよび５ＥＯを有する市販の非イオン性乳化剤を、泡立ちの観点か
ら比較した。３成分を評価するため、Ｓｉｔａ　Ｆｏａｍ　Ｔｅｓｔｅｒ（登録商標）Ｒ
－２０００を用いて以下に記載する試験をおこなった。
　・１％水溶液の調製
　・溶液３００ｍｌをビーカーに入れる
　・次の設定値を用いて攪拌条件下で試験を行った
　　　試料量：　　　　３００ｍｌ　　　　　　
　　　温度：　　　　　　２０℃　　　　　　許容誤差:＋／－０．５℃
　　　撹拌速度：　　　１１００分－１

　　　攪拌時間：　　　１０秒　　　　　　　サイクル：　３
　　　測定区間：　　　１０秒
　　　泡分解時間：　　２０分／０ｍｌ泡の高さ
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　　　洗浄：　　　　　　短縮
　・それぞれの区間および、２０分経過した減衰について泡の高さを記録した。
　・平均値を図（時間に対する泡の高さ）に示した。
【００４４】
　市販の５ＥＯ製品と比較した、乳化剤ＡおよびＢについての泡の増大および減少を図１
に示す。新規乳化剤ＡおよびＢのより高いＨＬＢ値にも関わらず、新規な乳化剤の両方が
より高い泡立ち傾向を有する市販の５ＥＯ乳化剤よりもずっと少ない泡を生じたことが明
らかにわかる。
【００４５】
　〔４．潤滑性〕
　既に試験した３つの乳化剤全てを、基剤流体、さび止めパッケージおよび乳化剤パッェ
ージを含有する基本骨格製剤中に用いた。以下の製剤を、乳化剤ＡおよびＢの評価に用い
た。
【００４６】

【表３】

【００４７】
　３つの骨格製剤を、Ｒｅｉｃｈｅｒｔ　Ｒｉｇを用いて潤滑性を評価した。測定した摩
擦傷（Ｗｅａｒ ｓｃａｒｓ）を以下に記載する。
【００４８】
【表４】

【００４９】
　新規な乳化剤は共に、他の市販の乳化剤に匹敵する性能を示した。
【００５０】
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　〔５．製剤の泡立ち性の比較〕
潤滑性試験用に準備した３つの製剤全てを、純粋な乳化剤として同じ泡立ち性試験を行っ
た。
【００５１】
　製剤Ｃと比較した、製剤ＡおよびＢについての泡の増大および減少を図２に示す。純粋
な乳化剤の結果と結論は、使用した骨格製剤に明確に映し出され得る。
【００５２】
　〔６．異なる基剤流体中のエマルション挙動〕
異なる基剤流体についての多用途性を示すために、３つの乳化剤全てを４流体：異なる化
学構造の２つのエステル（トリメチロールプロパン－トリオレエート＝ＴＭＰ－トリオレ
エート；２－エチルヘキシルオレエート＝２－ＥＨ－オレエート）および２つの石油流体
（ナフテン油；パラフィン系油）に特定の割合で混合した。
【００５３】
　次いで、これらの濃縮物を粒径測定のために水で５％に希釈した。油滴分布の平均値、
メジアン値および最大値を測定した。３つの値全ては、理想的に極めて等しくあるべきで
ある。しかし、より大きい液滴が存在する場合、ｘ軸の対数目盛りのためにより高い逸脱
が許容され得る。平均値は粒径に等しく、対数目盛りを認める場合、算術中間粒径を示す
。全ての油滴の５０％が測定されるまで、メジアン値は粒径を示す。最大値は、エマルシ
ョン中に高い割合で存在する粒径を示す。
【００５４】
　４つの基剤流体中の新規乳化剤のいずれもについての結果を以下の表１および２に示す
。
【００５５】
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【表５】

【００５６】
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【表６】

【００５７】
　乳化剤Ａは全ての種類の基剤流体に非常に適当であり、一方、乳化剤Ｂは、高濃度のモ
ノ－エステルおよび概して石油化学の基剤油に関して、より効果的であることがわかる。
【００５８】
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　比較例として、乳化剤ＡおよびＢについて行った同じ測定を実験例Ｃについて行った。
表３に見られるように、液滴粒度は乳化剤Ｃの濃度にのみ弱い影響を受け、エマルション
特性は、本発明によって調製したエマルションよりもより低い有利性であった。特に、乳
化剤Ｃの濃度は、本発明の乳化剤ＡおよびＢと同じような様態を液滴粒度にもたらさなか
った。
【００５９】
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